
 

 

2026 年５月 18 日 

 各位 

 

神戸大学大学院人文学研究科長 

白鳥 義彦（公印省略） 

 

教員の公募について 

 

 謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 このたび本研究科では下記の要領で教員の公募をいたします。関係者及び関係各方面にご周知方

よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．部署名  人文学研究科社会動態専攻社会文化講座 

 

２．職名・人員 講師または助教 １名  

 

３．担当分野  地理学（人文地理学） 

 

４．担当予定科目 

大学院：社会地理学特殊研究、社会地理学演習、地域調査法演習 など 

   学 部：地理学概論、人文地理学、地理学特殊講義、地理学演習、地理学実習、 

        社会文化入門、教養科目 など 

 

５．採用予定日 2027 年４月１日 

 

６．応募資格  

（１）博士の学位を有する者（着任時までに博士号取得見込みの者を含む）あるいはそれと同等の 

   研究実績のある者。 

（２）海外における調査研究の経験を有することが望ましい。 

 

７. 勤務形態 

講師、助教ともに常勤で、講師は任期なし、助教はテニュアトラックとなります。 

神戸大学は優秀な人材を確保するためテニュアトラック制度を採用しており、任期は５年です（本

学の教職員としての雇用がある場合、職歴によって、その期間を通算して５年となる場合があります

）。人文学研究科では、その間の研究エフォート率を 50％確保します。テニュアトラック制により、

任期満了までに研究業績、教育実績等を審査の上、任期なしへの移行を行う場合があります。また５

年の任期を短縮し、早めに任期なしに移行する可能性もあります。 

 

８．応募締め切り 2026 年８月 24 日（月）必着 

 

９．応募方法 

 JREC-IN Portal Web または郵送で応募してください。 

（１）JREC-IN Portal Web 応募を用いる場合（書類の郵送は不要）。 

 必要書類を１つの PDF ファイルにまとめ、JREC-IN ポータルサイト 

（https://jrecin.jst.go.jp/seek/SeekJorDetail?id=D126051071）にアップロードしてください。

このうち、履歴書と研究業績一覧については、JREC-IN の様式を使用してください。 

 Web 応募のためには、JREC-IN への登録およびログインが必要となります。 

 

（２）郵送の場合の提出先 

〒657-8501 



 

 

神戸市灘区六甲台町 1-1  

神戸大学大学院人文学研究科 総務係宛 

封筒に「地理学教員応募書類在中」と朱書し、書留郵便で送付してください。また、連絡先住所記

載の定型封筒（長形３号）１通を同封してください（審査結果通知のため）。 

 

10．必要書類 

（１）履歴書（履歴は高等学校卒業以降） 

  （書式参考： 

https://jrecin.jst.go.jp/html/app/seek/html/help_detail/katsuyou/loginato/ApplicationForm_ja.pdf） 

（２）業績リスト（査読の有無を明記してください） 

  （書式参考： 

https://jrecin.jst.go.jp/html/app/seek/html/help_detail/katsuyou/loginato/Achievements_ja.pdf） 

（３）主な研究論文３篇（郵送の場合は各３部）。それぞれ日本語要旨 400 字程度を添えてください。 

   著書や博士論文は論文１篇程度に該当する章を抜粋して代えてもかまいません。 

（４）教育研究に関する抱負（日本語で 1200 字程度） 

 

11．選考方法 

（１）電子公募もしくは郵送による書類の審査。 

（２）必要に応じて面接を行います（旅費は自費となります）。 

（３）必要に応じて付加的な資料の送付をお願いすることがあります。 

 

12．問い合わせ先 神戸大学大学院人文学研究科総務係（078-803-5591） 

 

＊提出書類に含まれる個人情報は、個人情報保護法に基づき、選考・採用以外の目的には使用しません。 

＊提出していただいた書類は原則として返却いたしません。厳重に保管・管理し、審査終了後は責任をも 

って破棄します。郵送された書類の返却を希望される場合は、住所・氏名を記し、郵便切手を貼った封

筒を同封してください。 

＊神戸大学は男女共同参画社会基本法の趣旨に則り、女性研究者の積極的な応募を歓迎し、業績および資 

 格等に係る評価が同等である場合には、女性を優先的に採用します。 

＊若手教員の採用を推進しています。若手の方の積極的な応募を歓迎します。 


